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2月の安心かわら版

２月の主な行事

豆まきの目的

２日 ：節分
３日 ：立春
６日 ：初午

１１日 ：建国記念日

１４日 ：バレンタインデー

２３日 ：天皇誕生日

豆まきをする際に「鬼は外、福は内」と言うのを耳にしたことがある人も多いで
しょう。
節分の豆まきは鬼を外へ払い、福を家内に呼び込むことを目的としています。

「鬼」と聞くと、桃太郎などの昔話に出てくる、角の生えた架空の生き物に豆を
ぶつけ
て退治するようなイメージですが、昔は病気や不幸といった災いを招くのが鬼だ
と考え
られており豆は鬼退治というよりも邪気を払う目的でまいていたようです。

現在の節分では豆をまきますが、もともとは米など他の穀物も使われていました。
五穀豊穣が幸せの象徴であるように、穀物をまくと幸せが訪れると考えられてい
たこと
にくわえ古くからの言い伝えとして「毘沙門天が鬼の目に豆を投げて退治した」
とされ
る逸話もあります。穀物の中でも特に豆が選ばれるようになるとともに、現代の
ような
鬼退治のイメージも定着していったようです。

ちなみに、幼稚園などで子どもたちと豆まきをする際には「心の中の意地悪な気
持ちや
苦しい気持ち、わがままな気持ちなど、心の中にある鬼を追い払いましょう」の
ように
説明されることもあります。

節分の豆まきには「福豆」と呼ばれる、炒った大豆を使います。
「豆を炒る」が「魔目を射る」と似ていることから、炒った豆は縁起が良いとさ
れてい
るためですが、地域によっては落花生をまく場合もあります。
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